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A questionnairesurveyfor5,097visualdisplayterminal(VDT)workerswasmade,and

itsdatawasanalyZiedtogetthee打ectsofvariousfactorsonsubjectivesymptom scoresby

meansofthequantification1method. Theresultsareasfollows.

1. ThefactorofcomplaintsregardingVDTscreenshadthemostmarkedeffectoneye,

musculoskeletal,neuropsychologic,andgeneralfatiguesymptomsexceptforinternalorgan

symptoms. Itseffectoneyesymptomswasthemostseriousofallproblems.

2.Thefactorhow VDTworkersfelttheenvironmentalconditionsorVDT workrooms

aqectedinternalorgansymptomstoagreatextent.

3.Theworkloadeffectontheneuropsychologicalsymptomswaspositive.

4.ComplaintsregardingVDTscreen,sex,environmentalconditions,typeofoccupation

andjobdescription,aswellasworkload,inorderofeffectonthetotalsymptom

scores,weretheprlnClpalfactors.

Consequently,itwassuggestedthatBrst,removalofcomplaintsregardingVDTscreens;

second,improvementoftheenvironmentalconditionsfortheworkers;andlastly,reduction
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intheexcessiveworkloadwereimperativetotakingtheadministrativemeasurestOma血tain

theoccupationalhealthorVDTworkers.
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1. 緒 言

最近多くの事業場においてマイクロエレクトロニクス

機器の導入を契機として労働態様に変化がおこり,労働

衛生上の新たな課題が提起されている. ことに CRT

ディスプレイをコンピュータの入出力装置として使 う,

いわゆる VDT (VisualDisplayTerminal)作業の

普及が著しく,それに伴って従来とは性質の異なった生

体負担を作業者が受けているのではないかという指摘が

多くなされてきた.しかもこの生体負担をひきおこす原

因は単純ではない.小木1)は,VDT作業の負担をきめ

るものとして作業姿勢と視覚的負荷を含む主作業負荷や

環境,作業速度 ･密度などをとりあげ,VDT作業負担

に関連する問題の多面性を指摘している.これらの課題

について具体的な提言をするため,VDT作業の労働衛

生対策を進めるための指針が NIOSH2や 中央労働災害

防止協会 3I,産業衛生学会4)などでとりまとめられた.

これらにより VDT作業の労働衛生対策の実があがる

ものと期待されている.

また,産業衛生学者などによって VDT作業者の 自

覚症状に関するアンケート調査が数多く発表されている

那,統一された調査項目がないので,その項目数と内容

は発表者によってさまざまに異なる. そこで VDT作

業者の自覚症状の成り立ちからみて,系統的にかつでき

うる限り広範に自覚症状を聴取することと,そのように

して整理された自覚症状群と環境条件や作業条件との関

係を疫学的に分析するのが必要と思われる.

本報告は上記の勧告にみられるような VDT作業に

おける個別的な課題をいくつかの主要な要因にとりまと

め,自覚症状群に対するこれらの要因の影響を量的に把

握することにより,VDT作業の労働衛生対策の推進に

資することを目的とする.

ll. 方 法

1. 分 析 対 象

全国の電子計算機を利用している事業場5)から無作為

に抽出 した 389事業場 (調査対象 VDT作業者 数

9,694名)に対し,1984年2月及び1985年4月に VDT 作

業者の健康状況に関する調査票を配布し,回収した.事

業場数としては253(回収率65.0%),並びに調査票とし

ては5,097通 (回収率52.6%)の回答を得て,これを分析

対象とした.

2. 分 析 方 法

VDT作業者の訴える自覚症状と作業者の様々な属性

との関連を数量化理論 Ⅰ頬6)により分析した.

自覚症状項目は眼に関する症状 (33項目)及び筋骨格

に関する症状 (23),精神神経的症状 (33),内臓機能に関

する症状 (37),全身疲労に関する症状 (13)の5種類の

症状群よりなる.外的基準はこの症状群別に各詳細項目

を数量化して加算したもの(以下,自覚症状得点という.)

を用いた.調査票では自覚症状を ｢VDT作業中又は

作業後｣及び ｢日常的に｣の 2つの場合に分けて,それ

ぞれ ｢有｣,｢時b･有上 ｢無｣かどうかたずねている.そ

こで ｢右上 ｢時々有｣,｢無目にそれぞれ 2点,1点,o点

を付与した.ただし,可能な限り VDT 作業に由来す

る症状を選択し,VDT作業が原因とは考えられず作業

者自身が常態的に保有しているような基礎的症状を加算

しないために,"E]常的に有または時々有"でかつ"VDT

作業後に無"の場合を除外した.

続いてこの外的基準の変動を説明するものとして,10

種類の定性的な特性をもつ説明要因 (Table1)を選び

出した.それらは,1.性,2.年齢,3.職業及び業種,

3.VDT作業経験年数,5.-連続作業時間,6.VDT

作業負荷,7.作業環境条件についての反応,8.作業意欲,

9.作業姿勢についての反応,10.VDT画面の問題点に

ついての不満などである.これらの要因は調査票の単独

項目よりなりたつもの (A,B,D,E,H)と関連す る

複数の項目より新たな要因としてまとめたもの (C,F,

G,I,∫)とがある.たとえは後者の例として,VDT 作

業負荷は作業の頻度および 1日の作業時間と1週間の作

業時間とを組み合わせ,一つの要因として抽出したもの

である.

自覚症状得点は指数分布に近似 しているため.あらか

じめ対数変換をほどこした.また自覚症状得点が Oの場

合及び各説明要因のカテゴリーに反応しない場合を除外
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Table1. Factorscategorizedaccordingtoinqulryitemsinthe
questionnaire and used for independent variables
rorthequantificationImethod.

Ler,andothers(I)

469

D.Yearsengaged 1.Underlyear 】inVDTwork 2.1to2yearS3.2to5yearS4.5to10years5_Over10years

E.Workspellduration l_Under30minutes2.30min.-1hr.3.1hr.-2hrs.4,Oyer2hrs. ド

F.Workload 1.Heavy FrequencyorVDTwork

2.SlightlyheaVy Workinghoursperaday

3.Fair4_S)ightlylight5.Light Workinghourspet-aweek

G.Notionor 1.Good Lighting,Temperature,

enyironmental 2.Fair Noise,Airquality,

conditions 3.Slightlypoor WorkspaCe

4.Poor

HーAttitudetoward 1.Forward Interesting,annoylng,

VDT work 2.Noresponse binding,,inVentible.

3.SlightlybaCkward4.Backward monotonousandboring,shunned

I. Notionor 1.Good Chairheight,

workingposture 2.Slightlypoor Diskheight.

3.Poor Keybo且rdthickness

J.Problemsregarding 1.None Refractionorlight,

VDTscreen 2.A Httle shade,brightnessof

3.Many character,ch.size,blurnessofch.,spacebetweenehs.,colororch.,tlashingcursor,glareofscreen,tlickerofch.andGgure,highluminancecontr.astbetweenScreenand50urCedocument

Eye HusculO-skeletal Neuro-psychological Ⅰnterna1Organ Generalratigue

Fig･1 Geometricmeansofsymptom scoresbysymptom group,
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Fig.2 Partialcorrelationcoefficientsofthefactorsbysymptom group･

(A:Sex,B:Age,C:Typeofoccupationandjobdescription･D:Yearsengaged
inVDTwork,E:workspellduration,F:workload･G:Notionofenvironmental
conditions,H:AttitudetowardVDT work･Ⅰ:Notionofworkingposture･and
∫:ProblemsregardingVDTscreen)
(M.C.C:MultipleCorrelationCoeqicient)
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したため,最終的に分析された対象数は3,825名(回収調

査票の75.0%)となった.統計分析には産業医学総合研

究所の電算機システム M-150Fで作動する統計パッケー

ジ ANALYSTを用いた.

III. 結 果

1.症状群別自覚症状得点の比較 (Fig1)

症状群別に自覚症状を比較する場合,その症状群に属

する設問数が単に多ければ得点は高くなる.そこで症状

群間の差異をより正確に把握するために,設問10項目あ

たりの得点平均値を計算した.また自覚症状得点は指数

分布をすることから,その代表値として幾何平均値を示

した.それによると全身疲労に関する症状が最も多く,

次いで眼に関する症状が多く,以下精神神経的,筋骨格,

内臓機能に関する症状の順であった.

2.数量化理論 1頬による分析結果

1)重相関係数 (Fig2)

重相関係数は説明要因全体が外的基準をどれだけ説明

しているかを示す値である.この分析では0.22(内臓機

鰭)から0.45(眼)までの値を示した.また5症状群の

10項目当たりの得点を加算したもの (総得点)ではO.47

であった.

2)偏相関係数 (Fig2)

偏相関係数はある要因と外的基準について他の要因の

影響を取り除いた真の相関関係を示すものである.これ

により外的基準に及ぼす各種要因の影響力を比較するこ

とができる.各症状群にわたり,特徴的に観察された事

項は次の通りである.

VDT画面についての不満という項目の係数は内臓機

能を除く4症状群で 1位であり,不満が多いほど自覚症

状得点が増加した.殊に眼に関する症状では他の要因に

比較して際立った値を示した.

性別も多くの症状群,特に筋骨格と眼では重要な要因

であり,男より女の得点が多い傾向がみられた.しかし

特異的に内臓機能ではまったく男女差が認められなかっ

た .

作業環境条件についての反応は各症状群でいずれも上

位を占め,作業環境に不満を感ずる作業者の自覚症状得

点は高い傾向があった.特に内職機能に対しては作業環

境の影響がかなり大きいことが示された.

そのほか眼に関する症状において作業意欲が後ろ向き

の作業者の得点と,精神神経的症状において作業負荷の

大きい作業者の得点がいずれも高順位にあることが認め

られた.

全体的な自覚症状得点に対する要因の偏相関係数は,

VDT画面についての不満,悼,作業環境,職種及び業

種,作業負荷の順に大きい値を示した.

IV. 考 察

1. 自覚症状得点について

多くの設問に内在する少数個の特性を把握するために

因子分析7)や数量化理論Ⅲ輯 8)を用いることがある.予備

的な分析としてこれらを試みた.その結果,因子分析 (バ

リマックス法)では第 1因子 (寄与率47.8%)に情報量

のほとんどが集中し,第 2因子以下の寄与率はわずかで

あった.因子負荷量から,この第 1因子は全体的な自覚

症状をひきおこす力と解釈された.また数量化理論Ⅲ頬

では特性軸を解釈できるほどの寄与率はなかった (第 1

軸で 4.8%)が,2軸間のプロット図より各症状群の設

問のまとまりが観測された.これらより各症状群をひき

おこす力,すなわち眼に関する症状を訴えさせる原田な

どを直接的に現わすものとして,単純加算による自覚症

状得点を選択した.

自覚症状得点で高得点を得たのは全身疲労と眼に関す

る症状であった.単純集計結果9)では VDT作業後に

眼の症状を訴え,日常的に全身疲労を訴えることが多い

ことが示されている.関連する設問数が多ければ得点も

高くなるため性急に判断はできないが,全身疲労感と眼

の訴えを主要な症状とするのは山村らの報告10)と同一で

ある.

2. 重相関係数について

重相関係数は重回帰分析 11)や数量化理論Ⅰ頬による分

析の妥当性の根拠を与えるものである.統計理論 12)か

らすればたかだか0.47の係数は決して充分であるとはいえ

ない.有意性の検証には相関係数の検定法13)を用い る

こともあるが,対象数が著しく多い場合には相関係数が

比較的小さくても無相関仮説を棄却でき,その有用性は

少ない14)とされている.しかし一方,実験的解析では

なく集団を対象とした疫学的解析では0.5程度以内の重

相関係数にとどまることが報告15日 6)されている.本分

析における重相関係数も,ある限度をもって推論を進め

ることのできる範囲にあると考える.

3.各要因の影響について

VDT画面についての不満が強けれは強いほど眼の自

覚症状得点は高くなる.VDT画面に生ずるグレア及び

原稿と VDT画面の照度の差はいずれも眼の症状の発

生率を増加させる17)とされている.VDT画面の問 題

は眼の自覚症状を誘起 し,眼の症状の悪化はさらに
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vDT画面に対する不満を増加させる.その悪循環を断

つために,VDT画面の問題点は--ドウエアの選択も

含めて,第一の優先順位をもってとりくむべき課題であ

ろう.

眼の症状では作業意欲が後ろ向きの場合の得点順位が

高かった.しかしこれは作業意欲の項目に無反応であっ

た者が後ろ向きの者と比較して差がでたもので,前向き

と後ろ向きの者の間に顕著な差がでたものではない.す

なわち無反応の者は VDT作業が比較的少なく,その

ため作業意欲の項目には反応がないものと推測される.

Dainoぼ ら18)によれば作業意欲は眼の疲れには関係が

ないものとされている.他方,精神的症状や全身疲労の

面では VDT作業に満足を感ずる者にそれらの症状率

が少ないことが報告 19)されている.今回の分析でも精

神神経的症状における作業意欲の影響の順位は決 して低

くないし,この方が前向きと後ろ向きの者の差をよく示

している.

性の違いによる自覚症状得点の差は筋骨格と眼に大き

かった.この理由として女の作業負荷が大きい点とロー

テーション回数が少ない点9】などが考慮される.また特

に筋骨格の面では女の職種として入力型作業すなわち

キーパンチャが多いことも一つの理由20)となる. しか

し体の変調を訴えるという面ではまったく差がない.こ

れは作業負荷とはほとんど関連しない他の因子,すなわ

ち VDT作業者がおかれる作業環境条件の違いによっ

て生ずると思われる.照明条件21)はもとより,空気の汚

れ22】231,環境温度の不快さ241はいずれも身体症状の直接

原因となり得る.

作業負荷は精神神経的症状で高順位であった.VDT

の注視時間は作業の種類により大幅に異なるため,全体

としての作業負荷の影響は視覚系よりは中枢神経系にみ

られることによるのであろう.

VDT作業者の健康水準は 5症状群のすべてに関係す

るため,労働衛生管理対策に必要な情報は全体の自覚症

状得点の分析から得るのが適当である.10の要因中,固

定的な要因である性,年齢,職種及び業種,経験年数の

4項目を除いた一連続作業時間,VDT作業負荷,作業

環境,作業意欲,作業姿勢,VDT画面の 6項目は,い

ずれも変動可能な要因なので労働衛生対策の対象として

選択し得る.その中で VDT画面に関する不満を解消

することは最も重要である.次に重要なことは作業環境

を作業者にとって良好な状態にすることであり,さらに,

あまり過大な作業負荷を軽減することである.

疫学的調査では VDT作業者の受けとる感覚にたよ
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らざるをえない面があり,機器の詳細な最適設定条件や

環境条件,作業負荷条件などは容易には把握できない.

したがって今後とも実験的な研究によってこれらの解明

が進むことを望む.

V. 要 約

VDT作業者5,097人を対象とするアンケート調査を

実施し,自覚症状に対する各種要因の影響について数量

化理論 Ⅰ類で分析を行った結果は次の通りである.

1)VDT画面についての不満は内臓機能を除く眼,

筋骨格,精神神経,全身疲労のいずれの症状群でも最も

影響力が大きい要因であった. ことに眼の症状では際

立って大きな影響力が示された.

2)作業環境条件は内臓機能に関する症状に対する影

響力が大きかった.

3)作業負荷の影響力は精神神経的症状において高順

位であった.

4)全体の自覚症状に対する影響力は VDT画面に

ついての不満,性,作業環境条件,職種及び業種,作業

負荷の順に大きかった.

以上から VDT作業の労働衛生対策を進める上で,

第-に VDT画面に対する不満を解消すること,次に

作業環境を作業者にとって良好な状態にすること,さら

にあまりに過大な作業負荷を軽減することが重要である

ことが示唆された.

稿を終わるにのぞみ,たえずご指導およびご校閲を賜

わった労働省産業医学総合研究所輿重治所長ならびに山

本宗平労働保健研究部長に深謝いたします.また技術的

援助を与えて下さった石井哲也氏に謝意を表します.
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